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由利画人の系譜．Ⅱ

一期Ill九木・象江について－

はじめに

藩政時代の秋aにおいて、絵師を職業とするIIu家、

武士・商人をつとめながら絵筆をとったIlill家をあわせ

ると、その数は計り知れない。そのなかにあって、本

荘藩お抱え絵師であったiftlll九木・象江父子は、本s

・由利地方では現代におし､てもその作品作が多く残っ

ており、最も親しまれている地方l山i家であろう。

周知のように、江戸時代の絵画は、狩野派が蔦府の

御用絵師となって一大勢力を持った。また地方の各藩

においても、狩野派にくみする絵師たちが登用され絵

筆をふるっていた。このような時代背景のなかにあっ

て、増田九木・象江父子は、本荘藩に召し抱えられ活

躍したのであった。ただし、増田父子は、画技におい

て狩野派に抱泥するのではなく、南画系に属する画家

といってよいであろう。現今見うけられる彼らの作,v,

は、山水画、花鳥1曲i、動物画など多種多様なものであ

り、その数量は、鹿角市に残されている川口月嶺の作

品群とともに雌も多いと考えられ、彼らの精力的な作

画活動がうかがわれよう。

去る昭和55年1月より、秋川県立博物館では「由利

の画人」展をⅡH催し、本荘・由利地方の代表的画家と

して、牧野永Ir．梅催・雪鯉をとりあげ、次に増Ill九

木・象江父子を紹介した。前者については、昨年度第

5号研究報告において報告したが、本文では、後者の

増田九木・象江父子について述べるものである。

ここにおいては、九木・象江の秋川における絵Ilill'J'

上の位置づけを試みるのではなく、調査した筏料を提

示し彼らの作,v,上の性絡に少しでも近ずこうとするも

のである。以下本文では、九木・象江の経歴とそれぞ

れの作品群の分析の2点にしぼって論じた。
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I増田九木・象江について

imm九木（ますだきゅうぼ<）

九木は現在の由利郡仁ri保ⅢI"の三森に生まれた。生

家は膿家であったと伝えられ、名を陸|文、後曽文と改

めた。九木とL，う雅号は、三森の地格からとられたも

のといわれている。作MMの落款・印章には、九木文、

九木道人、九木樵者、曽文、曽仲彬、幹詞畑、八々翁、

九木lll樵などがある。

さて、九木の生年については、いくつかの説があり

それぞれの説の根拠となるところの文献がわからず、

また九木に関する文吉類を知ることができず、判断し

がたいままである。そこで、九木の生没年に関する各

説の原文を抜莱してみた。

①嘉永六年残す、年七九才。（三浦匝三、古今秋

Ill英名録、昭釆1113年PU)

②嘉永六年病にて残せり、年七-'九。（山方泰治

秋Ill人物伝、大E12イドm<

③天'ﾘ1二年秋川県Il｣利郡平沢町三森に生まれた。

そして嘉永元年六十七才で没した。（小林善七、

秋Ill魁新報紙、大正9年1月2611

④安永四・一七七五～嘉永元．一八四八。（太田

挑介、秋田県史文芸教学細絵画史昭和36年）

⑤九木（きゅうぼく）は、天明二年（一七八二）

(1略）…嘉永元年三月十三日、本荘において七十

四才で没した:1

以上を盤理してみると、生年について英名録、秋田

人物仏、秋山県史は、1775年（安永4)であり、その

他は、1782年（天明2)である。没年に関しては、英

名録・秋川人物伝が1853年（嘉永6)で、それ以外は

1848年（嘉永元）である。没年だけは、菩堤寺の永泉

寺（本荘市）に墓があり、これに弘化五年に建立され
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たと刻まれている。弘化五年は、実際はなく嘉永元年

に改められた年である。したがって、嘉永元年に死去

したことは断定できよう。作,1111に書かれてある年号を

検討すると、死去する前年の弘化4年を最後とし、天

保・文政・文化年間のものが多い。本荘藩分限帳にあ

る増田家の項には､天保5年と同14年の年号がみられ、

晩年に近くなってから脈をもらい活躍したようだ。い

ずれにせよ、文化・文政・天保・弘化年間に最も制作

した事と、嘉永元年に死去した事は明らかだが、生年

につL,ては、今後の調査を要する。

九木の生地三森は、当II寺港町として繁栄した地であ

り、奈良屋などの皿船問屋が栄えたところでもある。

このような土地の農家に生まれ育った九木が、どのよ

うな経緯で旅に川、そして京部で岸駒につき、また江

戸で谷文晃に師酬したのか。その確たる証左となる資

料が今のところなく判Iﾘlしないままである。若いころ

放浪の旅に出て京都、江戸で絵の修業をしたという経

歴は、当時の画家によくあることだが、九木の場合も

これにもれず絵の修業に出かけたと思われる。50歳を

越えてから藩に登用されていることなどは、青年期に

修業の旅に出、地元にuってからその名声が高まり、

土籍に抜擢されたという推測もできるかもしれない。

また、岸駒、谷文晃に学んだという伝承も推測の域

を出ないが、九木の花鳥I由iや山水画に彼らの作風と類

似したところがあるためにいわれているのであろう。

さらに、養子の象江が谷文晃の門に入っていることな

どにも伝承の生まれる原因があるのではないだろうか。

つぎに、良寛と交友関係にあったという説について

は、その間の経緯を示す資料に接することはできなL，

が、九木の作,',(',群のなかの「良寛嬉戯図」（写真1

かその関係を示唆する唯一のものであろう。この作il1I11

は、良寛が児童と戯れている光景を絵画化したもので、

それに良寛の自筆とみ､られる五言絶ｲﾘが書かれてある。

内容については後述するが、九木と良寛の親交を思わ

せるのには、充分すぎる程よくできた|ﾉ1容となってい

る。これもまた推測の域を出ない。今後の調査に剛す

る。

天保5年(1833)、本荘藩より召し抱えられ絵筆を

思うがままに振うことになる。本荘藩分限帳には次の

ように記されている。r増田家高三両増ill九木

一、天保五甲午七月十六日、画道出精二付、御切米金

弐人御扶持被下、御城下引越、一、同十四葵卯年七

月朔日、絵道出精二付、今度表御徒士格別、」。この

士蒋に列せられる天保年|H1、それ以前文化文政期に最

も多く制作しているか、このこともその間のいきさつ

を示すようで興味深い。

嘉永元年（1848)、他界する。蝋は永泉寺（本荘市）

にあり、戒名は「‘叩波堂主人九木居士」。

2期旧象江（ますだきさえ・しようこう）

象江は、1818年（文政元)12月9日、本荘の五十嵐

家で出生した。この出生時の詳細については、象江の

碑が立つ本荘市愛宕山光風園におられる須藤直吉氏が

「慨舞第31号」で述べている。これによると、象江

の父は、象潟塩越の佐々木与輔、母は本荘の五十嵐

助左衛|刑lの娘である。佐々木家は、象江が胎内にい

る時に一家離散したといわれ、I:1は実家の五十嵐家に

州り、そこで象江を生んだ。後、小島市芳なる者と再

婚した。

1832年(15才、天保3に上京し、谷文晃の門に入

った。そこで、南画の山水を学んだものと推測される。

後年、彼の得意とするひとつはI1l水画であるが、この

時に形成されたものであろう。その後、山本梅逸に師

!:したと伝えられるが不明である。

修業後、郷里に州り九木の養子に迎えられた。九木

は象江の才能をきいて養子にしたのであろうが、それ

がH年のII､fなのかはわからない。須藤氏は、象江が20

才代になってから養子になったのであろうと、推論し

ているが、筆者もこの説に同意する。おそらく、九木

が士籍となった天保5年以降で、絵師としての増田家

を継がせるに足る人物と判断してから養子に決めたの

であろう。従って、修業後の20才を過ぎてのことと考

えてよいので･はなかろうか。

嘉永元年11848)、象江は九木の跡を継いで士籍に

なり、絵師として活雌することになった。本荘藩分限

帳には、「増ill怯洞被下象江一嘉永元戊甲年五月

十五日、弐人御扶持被下、一m年七月十五日、御切

米金壱両弐歩御磯式」とある。

嘉永5年(1852)には、六郷政股（蒲主）の命によ

り、富士山の写生に出かけ表富士を100枚拙L､た｡象江

の作MMはすべて粉本主義によって猫かれてL，るのだが

実際に富士の姿を見て写生してL､ることは象江にとっ

て間重な体験であったろう。惜しいことに、その他の
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作品に全くといっていい程生かされていないのが残念

である。

明治15年(1882)に1Fび富士|｣I写生のため山梨及び

長野に出かけた。これも六郷家の命によるもので、六

郷家との深いつながりを示している。

前年の明治14年には京都に行き、三条龍美公に謁見
2）

している。

明治18年（1885）には北海道函餅に遊び、臥牛Illと

いう山を写生しており、号にも臥牛Ill人を使っている。

また、象江には珍しし､形の木や石を拾い集める趣味
31

があったらしく、II然水を刻んだ肖像がある。これは

前述の須藤氏に所職さオ'るもので、その他に襖絵や象

江の写真が遺品としてある。須藤家と象a:の親交を語

るものであろう。かつて、明治23年11890}、載藤家

は天然館なる陳列室を雌設し、ニオ'ら象江の資料を公

開したことがあった。象,1二の作肘1+の款‘記に天然館と

いう名称を入れたものがある。(写真12
4}

なお、象江は名を曽信といい、雅りには象江の他に

文舟、松洞、木(i長者、木石Ill人、，冊硯翁、伽硯翁、

蓬莱山人、渓山党、臥久Ill人、香雪除|、など数多くあ

り、彼の風流な一面をのぞかせている。

Iﾘl治30年1897)11/117Fl，「雲の上、耳長うして

菊の花」の句を残して永眠した。戒名は帯脱党木ｲa長

者象江居士。

九木と象江の筆塚（写真2）がIll利郡金浦町金浦字

谷地に建っており、今もなお当時の彼らの柄躍ぶりを
5）

偲ぶことができる。

Ⅱ作品 に つ い て

1九木の作i'h'iにみる典型

九木の作品は、後記一覧表にまとめてみたが、大き

く画題別にゑると、Ill水画、動物・花鳥[lllj，人物[llljに

分顛される。描法別にみると、南(llljの様式に則ったIl1

水図、中国の花弁剛毛の画譜によった花鳥図、線を重

視した人物図、筆勢がうかがわれしかも'ﾘf妙な図、墨

気をよくあらわした図、などに大別される。作i'ii'i数の

面からいうと、山水、動物花鳥、人物のIllになる。Ill

水図が最も多いのは、I櫛画家としての九水の特徴を端

的に物語るもので、谷文晃や釧雲泉らに学んだという

ような逸話が残される原因とも考えられる。内容的に

は、中国の山水風景によるいわゆる南lllllで、初期の作

と思われるものは別として、円熟したと考えられる時

期の山水画は大部分が一様な1曲1面をもっている。次に

動物・花鳥Ililjの場合は、虎之図（写真3)を好んで描

いている。虎之図については、とりたてて拙法上の新

鮮味はないが、委嘱されて様々な図柄をこちした九木

の一而をうかがうことができよう。花鳥画は、前述の

よ‘>に中雌lの[Ill]詩によるものだが、賦彩、肺図ともに

よくまとまってL，る。また数的にはわずかしか接見す

ることができなかったが、人物lil.lにおいては端正な線

拙と抑えた色彩の堅実な仕事をしたものが多い。他に

は、怖之区|を罪で炎現した作i'ii'iがあり、梅の香の漂う

空''1の表現を墨を品大|股に活用し成功している。

以下、1)、miii'i様式のllI水区|、2、中国画譜による

化烏1曲1，3)、線を亜祝した人物図、4)、筆勢のある軽

妙なw、5;、墨気のよくあらわれた悔之図、の項IIを

たて、各々の実例を示しながら論ずる。

IIffll曲I様式のIll水図

九水の柵いた''1水図のうち主に制作年が記されてい

る作s.をあげると、「渓山急､雨之図」（弘化4年）、

「催|||楼|乳l図」（弘化3年)hji水図」（天保8年、

写真4）以下、天保7，天保5，文政元、文政12、弘

化2のI｣|水図がある。これらの制作年をみると、文政

元年(1818'の作Siをのぞいては、天保元年11830)

前後から晩年にかけてのものが圧倒的に多い。以上の

Ill水lilliの筆法はほぼ同じで、峻峻たる岩山、世俗を脱

した高士、Vrlllの|州にみえる楼閣、中国大陸の蕩蕩と

した湖沼、などの配置と賦彩を変えたものが多い。米

点によるザ1111,̂ 1f緑或いは水1機での拙法、いずｵ’も南

[Ill]を学んだ作画態度であろう。九木|'|身の性格は奔放

fullなものであったと伝えられているが、こと制作に

あたっては、’''水図を例にあげても槻めて堅い仕蛎の

上に成立している。また、制作年が晩年にかたよって

いるか、このことは早川に山水|刺を拙かなかったとは

言えないが、やはりある程度の技術的な完成を経た後

半に多く手がけたということも推定できよう。南Ilhjの

技法が伝ｵつっていない作IIiIl1がごくｵっずかしか見うけら

ｵ1ない点においてもうなずけよう。いずれにせよ、九

木の作品中最も多いと考えられるMl水画は、彼の肢も

得意としたものであったことは疑うべくもない。

2）中国画譜による花鳥図

九木のｲﾋ鳥区Iは瞳的には少ない。すべての作i'ii'iを調
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査していないので断言はできないが、’''水画に比較し

てみると制作数はかなり落ちる。ただ、[lil]質からいう

と九木の力量がうかがえる作I'lMである。その作例のひ

とつに、仁賀保町の個人に所有されている「花鳥図」

（紙本拠画、天保3年、写典5）がある。￥|に花鳥を

そえる伝統的な東洋ilillの手法であるが、鼎の膿淡をも

<使いわけた佳i'ii'iである。このような作11,,'1が'¥'.的に少

ないにもかかわらず、質的に商い水礁を示しているこ

とに疑1111を感じていたが、本荘illの個人に蔵されてい

る画tti:写真8)に接見し疑問が解けた。この画巾1*1は

九木が「十竹婿書|曲I譜」を臨模し卿ら34頁のMに仕立

てたものであった。その御-;|をみると、九水花鳥I山iに

ある草花木、↑‘}、鳥、賦彩などと類似したものを多く

看取することができる。十竹甫Ill]]譜は、中Mii'f時代に

胡正言の撰、棋写による中l>;|古,'llllliが収めらｵ【たもの

で、我I卸では、江戸時代絵師に大きな影群を及ぼした

「芥r-i刺画伝」とともに、将及した画譜といわれてい

る。九水の模'ゲしたIAは、彼の誰ﾉJを知ることのでき

る好衝料であり、粉本職成による九木の作1曲iを裏付け

ることになる街料でもある。

その他の花鳥Ill'Iとnj様な装飾的作,aとして、ルf風絵

「狐の嫁入之図」（紙水滴色、六IIl－双、写真7）が

ある。この堺風は、元来仁n保の過船間臆奈良屋にlil

蔵さｵ1ていたもので、俊世H町の寺とil'W造家のもとに

分割所有されている。歓記に辛卯曳日とあり、天保2

年(1831)の制作となってL､る。九木のH風絵は少な

くて、その理illはわからないが、この作,'u'iによってルイ

風とし，う大iiiinniの棚戊に|兇lしても九木はかな0の才能

を発nしてL,る。梢い､ことには、右隻の彩色がかな

りとれているが、左隻と並慨して総合的に見るとその

肋i面榊成の巧盈さがうかがわれる。秋の七v:にJ,』､えか

くれする狐の行列と、金砂子の雲にかすんでみえるj1

などは、日本[lllj独特の空間処理をうまく使ったもので

狐の嫁入りという伝説にとった主題にそう表現と技

術的な装飾がうまく調和してL､る。山水Illil、中国人物

画などを揃いた一'1,↑代前の九木の作品群のなかでは、

極めて新味のあるIlllilfliとなっていて興味深い。

3）線を重視した人物iiln

九木の人物Illliについては、仁n保町の個人蔵となっ

ている「利休A'i士像」（紺本著色）と本那市の旧家に

所有される「|兇1羽像」（写真9）の2柵をもってその

特徴がわかる。この2像とも歴史上の大人物であり、

その威厳を炎現するかのように、人体の輪郭線、衣服

の壁の線などはとくに堅牢であり、伝統的な線を重視

したH水|曲iのひとつの典型をもってL、る｡賦彩の画で

も他作1'ii'iと同様に搾えIIであD、rの象/i:と比較した

場合のｲ1i連する要素であるが、このことが九木作品の

方によ0商いpllil'li'lを感じとれる原|ﾉjともなっている。

この他に、特筆すべき人物pillに象潟町のIll家にある

「郭¥雌」（絹本粁仏、写真10)がある。この画題も

日本仙iによく使われるものではあるが、見るべき要素

としては、他作〃lよりもとくに色彩を巧盈に駆使して

いることである。IlIllil人物の衣IIiの表現に彼の色彩感

覚がうかかわれよう｡

4）ヘp勢のよくあらわれた擁妙な図

九水作i'ii'iのうち、「良寛蛸戯1*1,(写真1と「杵

慨図」（写真11)の2幅は、彼の筆勢をうかがえる格

好の作例である。前述のとおり「良寛輔戯図」は良寛

との交友を示唆するi,L亜な街料ともなっているが、良

寛の「かす匙たつながき春日を子どもらと手まりつ

きつつ今IIも界しつ」を妨沸とさせる。Illlilfli上部には

良寛l瞳|ﾍi-とされる儲がある。良寛が鞠遊びする子ども

らにまためぐりあい、なごやかに語らっていることを

怠味しており、画而と一致するものである。

拙法においては、少なL､筆致で良寛の顔に炎情をも

たせ、無衣を側筆で柔かく抽いている｡肩には笠をか

け、旅僧であることを|噺示し、I"!0に戯れる児瀧は、

雅勢のある線でのびやかに拙き、その動きを端的に表

mlてL,る。この作i'lMと同様の筆致は、他に1幅しか

見ていない。

一方の「群鶴図」であるが、これは様々な慨の姿態

を拙き分けた小MMである○九水の鶴にMLて「あき

た．秋ill人物伝⑬」のなかに次のような伝承が記述さ

れている。「ある人の話によると、旅行中（多分信州

長野県でなかろうか）ある寺の新築の閥に僻の絵を依

加された。……九木の絵がなかなか出来ないしいつも

夜遅くなるまで、ローソクをつけて起きているので、

小僧が、禁をおかしてそっとのぞL、て見たところ、九

木は、I'|ら僻の姿態をさまざまにまねて障子に映して

下絵をとってL、る」。このような話は大lllll家の逸話と

してよくあるものだが、小I'll',「群鶴図」には、この逸

p門に即したようなすぐれた点がみられる｡鶴の群を横
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長の紙面に配慨し、変化のある鶴の婆態をIll(妙に拙き

込んでおり、数多い九水の|||水仙iよりもlﾘ｣縦に彼のIllll

技を見ることができる。

5）票気のよくあらわれた梅と図

九木のこの櫛の怖のNは、ノド(Iは-11限の盈調街する

にとどまったが、｜ｶﾒとⅨ|はもっと拙き唯さオ'ていると

いうことを、地元の美Iff愛好家よりIjilいている。

九木の柵く棚は、墨の濃淡をうまく使いこなし、と

大木の梅の枝ぶりと花の炎現、伽の香が標‘〕空間表現

に九木一流のものを君取できよう（写i'C6。九木の

代表的作i'inとL、っても過言てはない。

2象i［の作MMにつL,て

象il)の作占pに関してば、九木よりも調杏を進めるこ

とができず、従って乍体的な把握をしているわけでは

ない。しかし、Ill水Illlj、花鳥jFiiのジャンルに銅r.のス

タイルとL、ってもL,い独'1のものかある。ただし、明

治30年まで生存したにもかかわらず、一部の作iIⅡ'1を除

いては、粉本ﾙ；収によるIll米の姿勢を保っている。M

じ秋|||の地内で象n:とほぼ同時期に酒雌したIllll家に平

陥穂l庵がし､る。穂唯の作MMには近代の胸I-i'I'を恩はせる

ものがゑられ、作11Ⅱ1，内容におL､ては格段の差があるこ

とはもはや疑うべくもない。しかし、地方の美術史、

とりわけ近世後半からIﾘl治初!＃1の絵s山を形成する作

業上、象if.を調査LI氾録することは必喫である。なせ

ならば、これらのm*人並ねの上に他との比岐、或いは

取捨選択が成立すると考えられるからである。

ここでは、わずかな調廠により作,'lM個向をI術ずるこ

とになるか、1)III水H2)花鳥Illljの2^111に幣

理し述べることとした。

1）山水|画

山水画のなかで、象江か好んで猫いたものに、rai'iij

系のIllll家たちがよく作iVi化している「i¥i-v-illi水之図」

がある。また、谷文塊にmIl＊し南jllljの技法を取仰して

いること、Ill水|山1を多く柵いた父九木の影叫下にあっ

たことなどから、やはI)IMjlllj糸に偶するIlllj家とL､って

いいて､あろう。

弘化2年11845)28Tffrfの「Ⅲ(!'>曲水図」（写典13

と65才時の|司迦の作（写真14）を比'鮫すると、初期の

作品は、色彩において全体にHi↑く、樹木・Ill-k物の

線描に堅さをもっている。後期の作〃Iは、一様に色彩

の明度を高め、筆致にのびのある|淵達さを兇ることか

でき、その変化を知ることができる。ただ、両作品の

柵Ⅸ|は、伝統的な三遠法のi'.'.'j遠、つまりは上下遠近法

をとっていること、liidi全休を一部の省略もない程に

一様に拙き込むことではIff]［である。このことは、後

期の作&の鮮Iﾘjな色彩と[ElIIIな線拙の効果を半減させ

るもので、かえって初期の蕗ちつL､た作に共感をおぼ

えさせる粘果になっているのではなかろうか。

この他にあげるべき作MMに「五百羅漢之EIj(紙本

府色、写真15がある。nil趣からいうと仏jllljのように

ゑえるが、やはりIll水jllljに入る作11iIl1と考えてよい。こ

れには、「天賜'瀧牛象11道人伽硯ﾉt作」と記さｵ1，73

才の11,↑の制作である。水嶋で、縦174cni､枇92cmの大き

なIllljl(iiに、五百にも及ぶ羅漢が結集する場mを拙いた

もので、その劇的な情賊を表現しようとしたのだろう。

しかし、ここでは、それよ0も、岩Ill,樹木などのMi

法、柵図ともに象ilのスタイルをよくうかがうことが

できる。

2）花鳥阿

南Illlj傾ft1のIll水jllljがある一方で、象il)には濃密な色

彩を施した花鳥Illljの作MMがある。秋tⅡﾘll-立博物館には

六illlW風一双に拙かれた四季ｲ烏04水図があるが、こ

の特色を示す作例である。これには、咲き乱ｵ1た草木

の花と水にたわむｵ,、或いは休む烏などをIlllj画いつぱ

いにIl)'l写したもので、色彩は中iHj色よりも原色に近い

色をふんだんに用いている。花葉、樹木、烏に黙る描

線は、装飾的な化烏1画にしては繊細さはなくむしろ人

}uである。全体にﾙ図、色彩ともに整理、宵略化がな

い彼の花鳥Illljのりu1.1がわかる。

今I"lの調街では、本職illにおいて同様な作例に接見

できた（'ｸ冒真16）。内容ttl'l法においては全く同じであ

るが、軸装の縦長の作aであるため、ルド風よりも花鳥

Illljの装飾|liが出ている。

化〔も画以外にもﾙｨI瓜、襖など大Illlj面に拙'ｸ呂したもの

が象i[にはあるが、このことは父九木と違った点でも

ある。が、省略化できない彼の作Illlj態度は、大Illlj面に

おけるよりもむしろ小BBBにおいて、その煩雑さが弱

まり成功Lている。

なお、錨I)の化鳥Illljには、狩野派系の花鳥、沈｢御〃i

派など中11=1の花鳥jllljの影禅がある。

以上2項'1に分敵して象江の作MMについて述べたか、

この他に!犯すべき作(ll'lとしては、「虎渓三笑之図」（六
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曲扉風一隻、万延元年）と「福禄寿之図」（紙本墨画）

があげられよう。これらは日本画のモチーフとしてよ

く用いられたものだが、前者は象江の作i'ii'i群の中では

力作であり、後者（写真12）は軽く拙いたものだが、

象江のまた違った筆致をみせた作品である。

おわりに

本稿におL,ては、増Ill九木と象江の経歴と作i'ii'iの性

格に、文献、作品を分析検討するこ'とによってふれて

みた。今後の課題として、九木については未調査の作

舶を踏査することは勿論のこと、九木のおいたちに閲

する文書資料の所在調査が必要であろう。象江につい

ては、本荘市小|||家に残されている、下絵、粉本、文

書類数百件の調査に稿を改める必要がある。小川家撹

料については、本荘市の数育委員会の方で調査を進め

るようであるし、また市に発足する博物節で保管する

方向のようでもある。将来その全貌が|ﾘlらかになるこ

とと思う。期待したい。

調査、執筆にあたっては、本荘市、仁n保町、象潟

町、金浦町の各教育委員会、本荘市鋼藤Il'(吉氏・猪股

陽三氏、仁ri保町尚木秀造氏・佐々木忠一氏、各作Mil

所有者、秋ⅡI'M立博物節、皆川忠彦、磯村棚次郎両氏

にご協力をいただいた。衷心よりお礼申し上げる。

註

1）67才の誤りである。

2）香雪園という象n:のlllll号は、三条実美公の住居の

香雪|鼎lからとったものとL､われている。

3）木石長者、木ｲi山人の画号はこのことからつけた

と考えられる。

4）曽信の曽は、父九木の曽文からとったもので、礎

子になってからの名であろう。

5）明治9年8月に建立されたもので、六郷政鑑が発

起人であろう。小室1冶々斎の書で文字が刻まれてあ

る。筆塚、六郷政鑑九木曽文先生象江曽信先生

明治九年八月吉日建立恰々斎'｣､室秀俊書佐藤蓬仙

斎藤峨月加川休甫などの文字が刻まれている。そ

の他、瓢、鹿、桃、蛎幅、などの絵が刻まれている。

瓢は加aⅡか）催なる者、鹿は象江の息子波江の手

によるものである。また福禄寿の文字が刻まれ木石

の印があった。おそらく象江が拙いたものだろうが

図は見えなL,。その他いろいろな人名らしい字が断

片的に残っているが、石の風化でよく判読できない。

蛎蛎の図には闇1口女添蛎蛎とあり、象江か波江の家

族によるものであろう。

文献

1）三浦匝三古今秋旧英名録昭和13年

2）’''方泰端秋|Ⅱ人物伝大ii;i2年

3）小林善七秋Ill魁新報紙掲倣1把事、大正9年1月

26日

4）太旧桃介秋IllﾘTl史文芸教学細絵:iii.史昭和36年

5）奈良環之助秋III人伝．あきた昭耶ii:w年

6）安藤和風秋lilの土と人・土の巻昭和6年

71III本元芥]'園illil伝国訳釈解昭和5年

8）栃木県立美術館写山憐谷文晃展図録昭f1154年

9）須藤ll'l吉j村田象江翁と光瓜園・鶴舞31号昭和

50年

101渋谷里f表紙によせて「艮寛蛸戯図」、僻抑30

号昭和50年

Ill本荘市史細さん委員会本荘藩分限帖中昭和

52年
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作 覧 表
ロ
叩

贈lⅡ九木

く作品名〉

渓山急雨

mm楼閣

Ill水

〃

緑影釣舟

山水

秋江独釣

山水

秋Ill水

山水

〃

山村晩鴫

Ill水

春秋花鳥Ill水

花鳥

〃

〃

朱竹

梅（暗香断統）

悔

〃

〃

狐の嫁入

〃

竜虎

虎

〃

奇I
lfユ

兎

群鶴

唐人物

漁椎問鮮

虎渓三笑

利休居士像

良寛嬉戯図

郭子儀

関判像

<寸法タテ×ヨコcm) <所在地〉

金浦町

仁n保町

〃

本荘市

仁闘保町

〃

本荘市

仁n保町

〃

〃

〃

〃

〃

〃

金浦町

本荘市

仁n保町

〃

本荘市

仁n保町

〃

〃

〃

〃

本ｲi苛市

仁ri保町

象潟町

〃

仁ri保lllj

〃

金浦町

本荘市

仁例保町

〃

本荘市

象潟町

本荘市

<備考〉〈形質〉〈制作年〉

絹本塁jifii1847年（弘化4

絹本着色1846年（弘化3)

1830年（天保11

紙本塁I1lii1837年（天保8)

絹本着色

紙本塁Iilii1836年（天保7)

絹本墨画

絹本薪色1834年（天保5)

紙本墨仙i1818年（文政1

絹本畢|町淡彩1829年（文政12

●
□
■
●
■
巳
。
●
●
■
①
寺
■
卓
●
■
■
■
■
Ｇ
。
■
色
■
申
■
■
■
■
■
■
■
■
。
●
■
●

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
吃
咽
Ｍ
喝
坊
Ⅳ
肥
四
釦
皿
配
酪
劉
郡
記
刀
詔
酌
鋤
剖
詑
記
誕
謁
拓
師

７
０
３
４
５
６

２
１
１
４
ｑ
）
４

１
１
１
１

１

６
３
３
６
２
２

５
４
４
７
３
１１

×
×
×
×
×
× 2曲扉風1隻

額装

122

117

107

88

101

７
８
７
７
０

５
４
３
３
３

×
×
×
×
×

絹本着色

紙本塁Ililj

〃

紙木蒋色

絹本着色

〃

紙本染1曲i

絹本朱,'i'

紙本水'I'

紙本,幾Illli

絹本塁Ililj

紙本淵III!

紙本蒋色

〃

紺水盤Ililj

紺本着色

〃

紙本淡彩

紺水淡彩

紙本着色

紙本着色

紺本着色

網本調lill

絹水着色

紙本着色

絹本着色

〃

1845年（弘化2)

1831年（天保2)

6曲岬風l双２
７
６
３
０
９
７
０
１
８

６
４
８
３
１
６
７
１
０
一
○

１

１
１
１
１
１
１
１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
〃
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
８
旬
１
８
３
４
９
３
９
４

３
４
３
５
４
９
９
４
ク
］
３

ｑ
〕
へ
。

1843年（天保11

1832年（犬保3)

1828年（文政11

1831年（天保2

6曲扉風l隆

〃

双幅

1831年（ﾉ<保2

〃

1821年（文政4

1826年（文政9)
８
６
９
９
６
５
４
５
２
８
３
８
１

９
１
１
９
２
２
１
１
２
８
２
３
０

１
１

１
１
１

１
１
１

６
６
６
９
３
２
１
８
１
５
８
１
５

３
３
３
２
３
７
４
３
７
３
２
７
３

1810年（文化7)

1831年（犬保2)

玄南賛

良寛賛
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38．唐人物 大平飽陰賃104×35絹本ｲrr色 象潟町

jfinKfiii:

〈作i'ii'i名〉

m亭曲水

〃

〃

〃

桜芥書屋

I*亭曲水

水亭避耕

化烏

桃下鴛勝

v;に|品j

隅禄寿

〃

〃

大黒

虎渓三笑

五百羅漣

臓悔

虎

松竹悔鶴岨

〈形質〉〈制作年〉

絹本椅色1845年（弘化2)

紙本椅色1882年(fﾘmis)

統本ｲ'↑色1888年(fﾘ!fe21)

絹本ｲﾔ色

紙水粁色1802年(m治25

1882年Iﾘims

紙水水ﾉ.職炎彩1883年Iﾘ]iff16'

紺水府色

〃

紙木mm

1878年（明治11

紙本堰Illli淡彩1890年（'ﾘ1滴23）

紙水'IW1878年(fﾘlirfll)

紙水府色

1860年（寓延1

紙水嶋plii1890年（明治23)

紙水府色1895年(fﾘmm>

絹水府色

1839年（ｿ<保10

<寸法タテ×ヨコcm)

115×33

140×96

120×42

no×49

99×93

<所在地〉

本荘市

〃

〃

仁ri保町

本荘ill

〃

仁ri保川

本洲Oil

〃

仁ri保mr

〃

本荘ill

r.fi保lllj

本雑I11

象潟川

本北ill

〃

象潟町

本荘ill

<備考〉

■
●
■
町
■
■
●
■
◆
●
色
●
●
■
●
●
●
■
●

１
２
３
４
－
ｏ
６
７
８
９
皿
皿
吃
略
皿
晦
略
Ⅳ
肥
田

伝象江筆

槻絵

〃

120

108

131

Ill

Ml

107

Ill

112

155

174

174

127

９
６
４
６
８
２
１
３
６
２
５
９

６
５
３
５
５
８
６
５
３
９
１
６

３
１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

6曲ﾙｲ風l雌

脱絃

これは昭和54年4月から12月までに渦在した、本荘1ll利地|ﾒﾐの九水・象iK作i'ii'iである。
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①良寛嬉戯図九木筆
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④山水図九木筆

③虎之図
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⑤花鳥図九木筆
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③＋竹斎書画譜模写九木筆

－ 9 2－

糠一 ．

繍 駕§



由利画人の系譜．Ⅱ

抵
夢
庵
薙
ふ
仰
‐
・
苛

上

［

鋤

k

竃．
~B

一

岸
塞

尋
華
塞

金
麺
露

百
t=、

蕊騨覆 1．
j'血

｡

１

風
妙

勢
ツ乱繊 至、

、､
１
Ｆ

↑
一患，

幻
紳
・

‐
一
ｅ
勺

巌繍肘壁

鞄(1
1，

盾
号
言

《1K
湾

'

閥
聖

』

や

｝
阜

ご
』

一
露
』<胃言一一

呈 等錘
が
這
々

箪
幽

⑩郭子儀九木筆

⑨関羽像九木 筆
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⑫福禄寿象江筆
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⑮五百羅漢図象江筆 ⑯花鳥図象江筆
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